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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年9月15日(2016.9.15)

【公表番号】特表2015-528443(P2015-528443A)
【公表日】平成27年9月28日(2015.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2015-060
【出願番号】特願2015-526842(P2015-526842)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/74     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  30/14     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  30/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  30/72     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/62     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/17     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   14/74     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    5/00     １０１　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ   30/14     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ   30/02     　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｎ   30/72     　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｎ   27/62     　　　Ｖ
   Ｇ０１Ｎ   33/566    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/17     　　　Ａ
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月25日(2016.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　　　以下の配列（Ｉ）～（ＶＩＩ）：
【化１】

　　　（式中、
　　　Ｚ１は、アミノ末端修飾基であるか、または存在せず、
　　　Ｘ１は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２は、ＬまたはＳであり、
　　　Ｘ３は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ４は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ５は、ＧまたはＲであり、
　　　Ｘ６は、アミノ酸であるか、または存在せず、
　　　Ｘ７は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ８は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ９は、ＰまたはＡであり、
　　　Ｘ１０は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ１１は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ１２は、ＳまたはＴであり、
　　　Ｘ１３は、アミノ酸であるか、または存在せず、
　　　Ｘ１４は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ１５は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ１６は、アミノ酸であるか、または存在せず、
　　　Ｘ１７は、ＲまたはＷであり、
　　　Ｘ１８は、アミノ酸であるか、または存在せず、
　　　Ｘ１９は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２０は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２１は、アミノ酸であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２２は、アミノ酸であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２３は、ＧまたはＲであり、
　　　Ｘ２４は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２５は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２６は、アミノ酸であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２７は、アミノ酸であるか、または存在せず、
　　　Ｘ２８は、ＫまたはＮであり、
　　　Ｘ２９は、１～４３アミノ酸の配列であるか、または存在せず、
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　　　Ｚ２は、カルボキシ末端修飾基であるか、または存在しない）のうちの１つを含む
、５０アミノ酸以下のペプチド。
【請求項２】
　前記ペプチドは、８～１２アミノ酸の長さを有する、請求項１に記載のペプチド。
【請求項３】
　Ｘ４は、グルタミン（Ｑ）であり；Ｘ６は、アミノ酸であり；及び／又はＸ７は、アミ
ノ酸である、請求項１又は２に記載のペプチド。
【請求項４】
　Ｘ６は、塩基性アミノ酸である、請求項１～３のいずれか１項に記載のペプチド。
【請求項５】
　Ｘ６は、リジン（Ｋ）である、請求項１～４のいずれか１項に記載のペプチド。
【請求項６】
　Ｘ７は、ロイシン（Ｌ）である、請求項１～５のいずれか１項に記載のペプチド。
【請求項７】
　Ｘ５は、Ｇである、請求項１～６のいずれか１項に記載のペプチド。
【請求項８】
　Ｘ５は、Ｒである、請求項１～６のいずれか１項に記載のペプチド。
【請求項９】
　Ｘ１は、酸性アミノ酸であり、及び／又はＸ３は、アミノ酸である、請求項１又は２に
記載のペプチド。
【請求項１０】
　Ｘ１は、グルタミン酸（Ｅ）である、請求項１、２及び９のいずれか１項に記載のペプ
チド。
【請求項１１】
　Ｘ３は、疎水性アミノ酸である、請求項１、２、９及び１０のいずれか１項に記載のペ
プチド。
【請求項１２】
　Ｘ３は、ロイシン（Ｌ）である、請求項１１に記載のペプチド。
【請求項１３】
　Ｘ２は、Ｌである、請求項１、２及び９～１２のいずれか１項に記載のペプチド。
【請求項１４】
　Ｘ２は、Ｓである、請求項１、２及び９～１２のいずれか１項に記載のペプチド。
【請求項１５】
　Ｘ１１は、存在せず；Ｘ１３は、セリンであり；及び／又はＸ１４は、塩基性アミノ酸
である、請求項１又は２に記載のペプチド。
【請求項１６】
　Ｘ１４は、リジン（Ｋ）である、請求項１、２及び１５のいずれか１項に記載のペプチ
ド。
【請求項１７】
　Ｘ１６は、メチオニン（Ｍ）であり；Ｘ１５は、アラニン（Ａ）であり；Ｘ１８は、セ
リン（Ｓ）であり；及び／又はＸ１９は、塩基性アミノ酸である、請求項１又は２に記載
のペプチド。
【請求項１８】
　Ｘ１９は、リジン（Ｋ）である、請求項１、２及び１７に記載のペプチド。
【請求項１９】
　Ｘ２２は、バリン（Ｖ）であり；及び／又はＸ２１はアルギニン（Ｒ）である、請求項
１又は２に記載のペプチド。
【請求項２０】
　Ｘ２７は、メチオニン（Ｍ）であり；及び／又はＸ２６は、バリン（Ｖ）である、請求
項１又は２に記載のペプチド。
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【請求項２１】
　Ｚ１は、存在せず；及び／又はＺ２は、存在しない、請求項１～２０のいずれか１項に
記載のペプチド。
【請求項２２】
　前記ペプチドは、ＥＬＱＥＫＦＬＳＬ（配列番号１５）；ＥＬＱＥＫＦＳＳＬ（配列番
号１６）；ＱＥＬＤＧＶＦＱＫＬ（配列番号１７）；ＱＥＬＤＲＶＦＱＫＬ（配列番号１
８）；ＳＬＦＦＲＫＶＰＦ（配列番号１９）；ＳＬＦＦＲＫＶＡＦ（配列番号２０）；Ｓ
ＶＬＫＰＧＮＳＫ（配列番号２１）；ＴＶＬＫＰＧＮＳＫ（配列番号２２）；ＡＭＹＤＫ
ＧＰＦＲＳＫ（配列番号２３）；ＡＭＹＤＫＧＰＦＷＳＫ（配列番号２４）；ＲＶＳＬＰ
ＴＳＰＧ（配列番号２５）；ＲＶＳＬＰＴＳＰＲ（配列番号２６）；ＶＭＧＮＰＧＴＦＫ
（配列番号２７）；ＶＭＧＮＰＧＴＦＮ（配列番号２８）である、請求項１に記載のペプ
チド。
【請求項２３】
　請求項１～２２のいずれか１項に記載のペプチドをコードする、核酸。
【請求項２４】
　（ａ）請求項１～２２のいずれか１項に記載の配列（Ｉ）若しくは（ＩＩＩ）のペプチ
ドを負荷したＨＬＡ－Ｂ＊０８０１対立遺伝子の；（ｂ）請求項１～２２のいずれか１項
に記載の配列（ＩＶ）、（Ｖ）、（ＶＩ）若しくは（ＶＩＩ）のペプチドを負荷したＨＬ
Ａ－Ａ＊０３０１対立遺伝子の；又は（ｃ）請求項１～２２のいずれか１項に記載の配列
（ＩＩ）のペプチドを負荷したＨＬＡ－Ｂ＊４４０３対立遺伝子の、単離された主要組織
適合複合体（ＭＨＣ）クラスＩ分子。
【請求項２５】
　その表面に、ＭＨＣクラスＩ分子／ペプチド複合体を発現する、単離された細胞であっ
て、前記ＭＨＣクラスＩ分子／ペプチド複合体が、（ａ）請求項１～２２のいずれか１項
に記載の配列（ＩＶ）、（Ｖ）、（ＶＩ）若しくは（ＶＩＩ）のペプチドを負荷したＨＬ
Ａ－Ａ＊０３０１対立遺伝子のＭＨＣクラスＩ分子；（ｂ）請求項１～２２のいずれか１
項に記載の配列（Ｉ）若しくは（ＩＩＩ）のペプチドを負荷したＨＬＡ－Ｂ＊０８０１対
立遺伝子のＭＨＣクラスＩ分子；又は（ｃ）請求項１～２２のいずれか１項に記載の配列
（ＩＩ）のペプチドを負荷したＨＬＡ－Ｂ＊４４０３対立遺伝子のＭＨＣクラスＩ分子で
ある、単離された細胞。
【請求項２６】
　対象における癌を治療するための、請求項２４に規定されるＭＨＣクラスＩ分子を認識
するＣＤ８　Ｔリンパ球。
【請求項２７】
　前記ＣＤ８Ｔリンパ球は、ｉｎ　ｖｉｔｒｏで増殖させたＣＤ８　Ｔリンパ球である、
請求項２６に記載の使用のためのＣＤ８　Ｔリンパ球。
【請求項２８】
　前記対象は、同種幹細胞移植（ＡＳＣＴ）のレシピエントである、請求項２６又は２７
に記載の使用のためのＣＤ８　Ｔリンパ球。
【請求項２９】
　請求項１～２２のいずれか１項に記載のペプチドであって、前記ペプチドに特異的なＣ
Ｄ８　Ｔリンパ球を製造するための、ペプチド。
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